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京都大学農学部卒業後、アサヒビール株式会社にてビール工場の生産現場で技術者・製造管理者
として組織マネジメントを実践。
1994年 ドイツミュンヘン工科大学に留学、ビール技術を本場で学ぶ。
2005年 当時最年少で海外グループ会社社長就任。資本金15億円をもとに中国山東省で新規
事業会社を設立、農業事業を開始。市販品の3倍の価格の高級牛乳市場を開拓し6年で農業、
乳業事業を軌道に乗せる。
2013年 外食事業会社ゼンショーホールディングスに転職し経営企画部長を経て、2部上場のスーパーマーケット事業会社社長
就任。1社目は、毎月赤字2億円の事業を1年で立て直す。翌年2社目では立て直しを失敗し、人材育成の重要性を強く意識する。
2016年 株式会社ビジネス・ブレークスルーにて人材育成事業に参画。現在は、人材育成を天職と考え日夜人材育成プログラム
の企画立案・遂行に励んでいる。

【主な職歴】
山東朝日緑源農業高新技術有限公司 総経理（社長）山東朝日緑源乳業有限公司 総経理（社長）
株式会社マルヤ代表取締役社長 株式会社マルエイ常務取締役
株式会社ビジネス・ブレークスルー社会人研修事業本部長、リーダーシップアクションプログラム（現任）

【企業研修・講師ファシリテーション経験】
・商社若手研修
・オンライン広告企業 若手シナリオプランニング研修
・金融システム会社 ベテラン研修
・化学メーカー管理職研修 リーダーシップ など多数

乾 祐哉（イヌイ マサヤ）

プロフィール



農業経営者（2015年調査）

ハードル①：右腕を作る

【家族経営者】
売上げ1千～3千万円以下
総従業員５名以下

【組織経営者】
売上げ3千万～１億円
総従業員20名以下

【企業経営者】
組織売上げ１億円以上
総従業員20名超
経営者はオペレ
ーションせず

兼業農家又は専業年金受給農家 売上げ１千万円以下

新規就農者
1～15年以内
約1.5万戸

年商１～３千万円
世襲農業者8.5万戸

年商１千万円以上
全国 126千戸

年商３千万円以上
全国 35千戸

【新規・世襲とも
学びの意識が高い】

年商１億円以上
全国 6.5千戸

ハードル②：経営者が経営に重点特化

【新規・世襲とも
学びの意識が高い】

年商２千万円以上
全国 59千戸

日本の農業経営者の実態と経営上の主なハードル

2005年 2010年 2015年

全国農家 2,009千戸 1,679千戸 1,377千戸

うち年商１億円以上　 5.1千戸 5.6千戸 6.5千戸

　年商３千万～１億 30千戸 28千戸 29千戸

　年商２千万～３千万 28千戸 25千戸 23千戸

　年商１千万～２千万 88千戸 75千戸 67千戸

　年商５百万～１千万 138千戸 114千戸 97千戸

　年商５百万以下 1,720千戸 1,432千戸 1,154千戸

【2017年BBT調査より】
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経営の多角化
を実現

社長が経営に重点化
するため、社員のス
キルアップが必要

現
在

プロ農家における経営課題ハードルとは？

事業規模拡大
経営基盤の拡充

を実現

現業事業

右腕を採用
したい

ハードル②【現状課題】
自身の適性や弱みを理解せ
ず、事業推進しているので、
組織開発に限界がある

ハードル①【現状課題】
自身や既存従業員の適性や
弱みを理解せず、人材募集
して採用

プロ農家における経営課題は、技術課題より人材採用・育成におかる課題が
大きい。プロ農家のリーダーシップ開発が重要なカギである。

自身のリーダーシップ開発ができれば、成功の近道となる。
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Find
yourself
自らを知る

Lead
the self
自律する

Lead
the people
組織を引っ張る

Lead
the society

社会変革

野田智義氏・金井壽宏氏共著『リーダーシップの旅』・八木洋介HRサミット講演を参考

「Lead the people」は、
「Find yourself」「Lead the self」の結果である。

リーダーシップ開発とは？
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スタンフォードビジネススクールの評議委員75人のメンバーへ
『リーダーが開発すべき最も重要な能力は何か？』
に対するほぼ満場一致の回答は、

Self Awareness
(自己認識力)

ゼネラル・エレクトリック社の最高経営責任者20年勤め、
そこでの経営手腕から「伝説の経営者」と呼ばれた

ジャック・ウェルチ。退任の際、記者からの
「あなたが20世紀最高の経営者と呼ばれるようになっ
た理由は？」問いに対して一言、

「Self Awareness」と答えた。

リーダーが開発すべき能力
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自分の強み

自分の弱み

自分の価値観

他の人と比べてここなら勝っていると思っていること
（強み）を『自己理解』する
巻き込み力 ・企画力 ・実行力 ・影響力 ・発想力 ・営業力

周囲は気付いているが自分では分かっていないこと
(盲点の窓）を『自己理解』する。
→自分では『経験もなく、控えめに』と思っているが、周囲はどんどん意見をして
いくべきだと思っている。
→自分では『これくらい大丈夫だろう』と思っているが、周囲はそれを直して欲し
いと思っている。

自分が人生において大切にしていること（価値観/軸）を
『自己理解』する
人に感謝される ・世の中に貢献する ・驚かせる ・成長する
・付加価値をつける ・元気づける ・癒す ・頼られる

自己理解（Self Awareness)とは
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自己理解を深めるためのサイクルとは

①アクション
(実践)

②フィード
バック(対話)

③リフレクショ
ン(内省)

「気付き」

さらけ出す/仮面を取る＝自己開示

周囲からの質問による気付き

8



人材の潜在能力をどう開発するのか ジョハリの窓

自分

知っている 知っていない

『開放の窓』
自分も他人も
知っている自己

『盲点の窓』
自分は気付いていないが
他人は知っている自己

『秘密の窓』
自分は知っているが

他人は気付いていない自己

『未知の窓』
誰からもまだ知られて

いない自己

相
手

知
っ
て
い
る

知
っ
て
い
な
い
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潜在能力をどう開発するのか ジョハリの窓

自分

知っている 知っていない

『盲点の窓』
自分は気付いていないが

他人は知っている自己

『秘密の窓』
自分は知っているが

他人は気付いていない自己

『未知の窓』
誰からもまだ知られて

いない自己

相
手

知
っ
て
い
る

知
っ
て

い
な
い

『開放の窓』
自分も他人も

知っている自己

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

に
よ
っ
て
自
分
を

知
る
領
域

自己開示によって自分を
知ってもらう領域

未知への
チャレンジ
気付き

周囲からのフィードバック
客観的アセスメント

自分が知っている領域・周囲に知ってもらっている領域を
増やすことが個人の能力開発につながる
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自己理解を深めるためのサイクルとは

①アクション
(実践)

②フィード
バック(対話)

③リフレクショ
ン(内省)

「気付き」

さらけ出す/仮面を取る＝自己開示

周囲からの質問による気付き
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様々な自己理解の方法
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ライフキャリアチャート
ご自身の人生を振り返ってその時々の充実度をチャートにしてみる。無料
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ストレングス・ファインダー

『書籍ストレングスファインダー２．０』 2000円
130問の簡単な質問で、３４の資質から上位5
つが明示される

《例》
上位5つの資質
１．社交性
２．最上志向
３．コミニケーション
４．収集心
５．ポジティブ

資質の解説が書籍に載っています。
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360度アセスメント
『360度アセスメント』 10,000円
職場の上司・同僚・部下による評価、コメントと自己評価を比較する

《例》
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EQアセスメント
『EQアセスメント』 10,000円
EQ（Emotional Quotient）とは、感情をうまく管理し、利用する力の指数（人間力）

「対人能力が高い人は、感情を理解して自分の気持ちをうまくコントロールしながら相手の
気持ちに働きかけている」
《例》
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17

孫と過ごす時間自然体感

自然の中でワーケーション 中古マンションアドバイザー

火山・温泉三昧

ワクワク写真館

日本庭園鑑賞

ワクワク写真館（コラージュ療法）
『ワクワク写真館』 無料
ワクワクするシーンの写真をネットで集めてグルーピングし名前を付ける
《例》



アグリPLIアセスメントは、農業ビジネスで必要となる能力要素の中で、ご自身の「適性
・資質・価値観・モチベーション」と「行動特性（コンピテンシー）」を総合的・多面的
に測定します。
10年間、累計300万人以上の実績があるネクストエデュケーションシンク社とBBTの共
同開発です。
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アグリPLIアセスメント 診断結果
①ＰＬＩ総合 ②適性・資質

③行動特性
（コンピテンシー）

④お薦め講座
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⑤適職分析診断 ⑥オススメ農業スタイル

厚生労働省の分類をもとに適職を％で表
示します。 ※

適職分析診断、結果画面

（※適職の分類は、厚生労働省編職業分類を参考に定義したものです。）

先輩プロ農家の特性とどのように似ているかを分析し
表示します。
ご自身の適性・資質と行動特性を振り返り、どのよう
な農業事業の展開を進められるのかを考える参考にし
て頂けます。
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適性・資質診断

【レーダーチャートの見方】
バランスP（Positive）/N（Negative）、アドバイ
ス、プロフィールを表示します。客観的にご自身の資
質、性格・価値観、行動パターンを分析することによ
り、ご自身のポテンシャルの高い資質に気付いて頂く
ことが出来ます。
① グラフの片寄り方向に注目

左への片寄りが大きければ外向的、右は内向的。
上への片寄りは環境への順応の高さを示し、下へ
の片寄りは自己実現意欲の高さを示します。いず
れも片寄りが大きいほどその個性が強いといえま
す。

② 9以上、2以下（ﾋﾟﾝｸのﾗｲﾝ）の座標軸に注目
９以上、２以下の座標軸ポイントは該当する個性
を強く示すポイントです。バランスＰ、バランス
Ｎをあわせてご覧ください。（後述）

③ 隣り合った座標軸との差に注目。
隣り合った座標軸間に大きな差(目安として6ポイ
ント以上)が、ある場合、ものごとを決めたり行動
する際、相反した考えが生じ、葛藤のもとになり
やすい部分といえます。ストレスの原因になるウ
ィークポイントです。

★ 適正資質診断は、『良い・悪い』を判断するのではなく、向き・不向き、職務への可能性を示すものです。
★自分の適性・資質を理解するためのツールとして活用してください。
★個性は千差万別です。どのような個性が良い悪いというものではありません。長所は、発揮しやすい部分で

さらに伸ばして頂けます。又、短所は苦手な部分で陥りやすい特徴、行動の癖として表れやすい部分です。
ただし、長所と短所はオモテ・ウラの関係に有ります。一見短所と思っているものが、裏返すと長所にもな
るものであることも考えてみてください。
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適性・資質診断の見方のポイント①

長所と短所はオモテ・ウラ
個性は千差万別
良い・悪いではない！
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行動特性（コンピテンシー）について
① ロバートカッツのモデルを基本として、「テクニ

カルスキル」「ヒューマンスキル」「コンセプチ
ュアルスキル」に「ビジネスセンス」「オーナー
シップ」「インテグリティ」を加えて6つの側面
で測定します

② 14のコンピテンシー定義しています。
③ 各項目のスコアは高いほうが良いことを示します

。ビジネスマンとして経験を積んでいくと点数が
上がってゆきます。基本的に点数が下がることは
有りません。

④ 点数が高い項目は、自身の強みで十分経験も有り
得意な項目と言えます。点数が低い項目は自身の
弱みであり、今後強化すべき課題の項目です。

⑤ BBTハイパフォーマーとの比較に基づき、個々人
の個性や特性を生かすために、コンピテンシーの
どの要素が優れていて、どの要素がどのくらい不
足しているのかを具体的に示唆することができま
す。

⑥ 「強み」はBBTハイパフォーマーとの差がプラス
に高い順に表示されます

⑦ 「弱み」はBBTハイパフォーマーとの差がマイナ
スに高い順で表示されます。
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１４の行動特性（コンピテンシー）の定義文について
No 大項目 No 中項目 説明

1 テクニカルスキル
① 業務推進 PDCAサイクルを自律的にまわして仕事を推進する

② 目標達成 自ら高い目標を立てて行動する

２ ヒューマンスキル

③ セルフマネジメント 自分の感情をコントロールし、正しい方向に自らを導く

④ ダイバーシティ 多様性を理解、尊重、活用し、組織の成果につなげる

⑤ 人を動かす 人を説得し、自分の期待する方向に人を動かす

⑥ 組織を動かす 信頼とチームワークに満ちた環境をつくる

⑦ コミュニケーション力 相手の言うことを受け入れ、共感し、信頼関係を構築する

３ コンセプチュアルス
キル

⑧ 問題発見・論理思考 事実をもとに論理的に考え、物事の本質を見極める

⑨ 戦略思考 長期にわたり競争上の優位性を創出する最善解を導く

⑩ 創造性 これまでにない新しいものを創り出す

４ ビジネスセンス ⑪ 情報感度 国内外の幅広い情報に常にアクセスしている

５ オーナーシップ
⑫ 主体性 様々な状況下において、自分の意思や判断で行動する

⑬ 行動力 変化を求め行動し、決めたことを徹底的にやり抜く

６ インテグリティ ⑭ インテグリティ 誠実であるとともに、自分の信念を貫く強さを持つ
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適職分析診断

① 厚生労働省の分類をもとに適職を％で表示します。
② 目安として40％程度以上の項目は適性があるといえます。
③ すべての座標軸がきわめて低いポイントとなった場合、テストを受けた時期に極めて強い抑鬱感を感じ、その

ストレスによって現在業務遂行できないような心理状態であるなどの可能性が有ります。
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お勧め農業スタイル

① 受信者の方の適性資質・行動特性が他
のプロ農業者の方とどれくらい似た特
性をお持ちかを、農業の分野別で★の
数で示しています。ご自身のキャリヤ
を考える上での参考として頂くもので
す。

② ★3つは、その分野のプロ農家の方の
適性資質・行動特性とかなり似ている
ことを示します。

③ ★２つは、その分野のプロ農家の方の
適性資質・行動特性と比較的似ている
ことを示します。

④ ★１つは、その分野のプロ農家の方の
適性資質・行動特性とやや似ているこ
とを示します。

⑤ ご自身の事業分野を考えるときの参考
にしてください。農業には様々な事業
領域や経営のスタイルなどがあるので
あくまで参考としてみてください。
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最後に
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リーダーシップ開発の４段階

『Lead the people』は
『Find yourself』『Lead the self』の結果である

Find
yourself

Lead
the self

Lead
the people

Lead
the society

野田智義氏・金井壽宏氏共著『リーダーシップの旅』、八木洋介HRサミット講演を参考
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自己理解とは？

貴方は、なにものなの？
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アグリPLIアセスメント＋プロファイリングお試しキャンペーン
今回ご紹介の「アグリPLIアセスメント」を実施して、ご自身をプロファイリング
してみませんか？

こんなことに役立ちます
①経営者として・農業者として自分の強み・弱みがわかる
②自分の右腕・左腕にどんなこと、どんな人の助けが必要かがわかる
③その助けがあるとさらに何が強化できるかがわかる

④組織をレベルアップするには、どんなメンバーを集めメンバーにどのように接すれば
よいかがわかる

費用

お一人通常価格
40,000円（税別）
内訳アセスメント費15,000円

プロファイリング費25,000円

今回ご提供価格
15,000円（税別）
アセスメント+プロファイリング(1時間)

このようなキャンペーンの実施に向けて、日本農業法人協会様と調整中です。
改めて、農業法人協会様よりご案内があります。
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